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通学手段別に見た大学生の日常生活活動量の比較
山田　裕太郎　　樋口　博之　　小川　敬之
Investigation of differences in university students’ daily physical activity by transportation type
　The purpose of this study was to investigate a difference of daily physical activity by the type of 
transportation to attend university. Thirty six university students (21 males, 15 females) participated in 
this study. The subjects were classified in four groups (bicycle, motor bicycle, bus and car) by the type 
of the transportation. Daily physical activity was measured by a pedometer (Lifecorder GS) for 14 days. 
The pedometer was worn on the right waist. The number of daily steps in the weekday was not found 
the significant difference in four groups (bicycle : 7,485.3±1,990.2 steps, motor bicycle : 8,033.3±
2,940.3 steps, bus : 8,258.3±4,000.9 steps, car : 6,190.5±1,865.1 steps, mean±SD). Energy expenditure 
estimated by a pedometer was also found not differ significantly by group. The number of daily steps 
was 7,471±2,859 steps on weekdays and 7,475±3,599 steps during the weekend. We concluded that 
the difference of daily physical activity by transportation was not found.   
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Abstract
緒言
　厚生労働省が平成 21 年 (2009 年 ) に実施した ｢国
民健康・栄養調査｣ によると、1 回 30 分以上の運動を
週 2 回以上実施し、1 年以上持続している者を運動習
慣のある者とした際、運動習慣のある者の割合は男性
が 32.2%、女性は 27.0% と報告している。年代別にみ
ると、最も運動習慣の割合が高いのは 60 歳代の者で
あり、男女とも 41% 台となっている。それから年代が
若くなるにつれ割合は減少していき、大学生の年代に
当たる 20 歳代の割合は男性が 25.4%、女性が 12.4%
となっている。
　一方、「21 世紀における国民健康づくり運動（健康
日本 21）」では、健康寿命の延長を目標に身体活動量
を増やすことを提言し、1 日の目標歩数を男性 9,200
歩、女性 8,300 歩としていた。しかし、2000 年～
2010 年までの成果をまとめた最終評価では、「運動を
九州保健福祉大学　保健科学部　作業療法学科　〒 882-8508　宮崎県延岡市吉野町 1714-1
Department of Occupational Therapy, School of Health Science, Kyusyu University of Health and Welfare
1714-1 Yoshino-machi, Nobeoka-Shi, Miyazaki, 882-8508, Japan
心がけている」とする人は増加したが、日常生活での
1 日の平均歩数が、男性は 8,202 歩から 7,243 歩に、
女性は 7,282 歩から 6,431 歩に減少し、実際の運動量
の増加にはつながっていないことが報告されている 1）。
さらに「糖尿病の合併症の減少」などの 9 項目 (15.3%)
は D〔悪化している〕と評価されている。以前は癌、
糖尿病などは比較的中年以降に患いがちであったが、
今ではライフスタイルの変化により若年者にも見られ
るようになり、生活習慣病と呼ばれている。若年者で
も重篤な疾患にかかり得る時代になっている。それを
予防するためにも、今後は年齢に関係なく日頃から自
分自身のライフスタイルを見直しつつ改善していく必
要があると思われる。
　大学生のライフスタイルとして、平日は座学による
講義が中心であり、運動部に所属しなければ体を動か
す機会は少ない。日常生活活動に影響を与えると考え
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られる要因として、通学手段があげられる。自動車や
バイクなどで通学する学生は、バスや自転車で通学す
る学生よりも日常生活活動量が少ないと思われるが、
大学生の日常生活活動について通学手段別に比較した
研究はない。多人数の集団に対して質問票による評価
法も行われているが、日常生活活動量を客観的かつ簡
易的な測定には歩数計を用いた方法が有用と思われる。
　本研究の目的は、日常生活活動量を 4 つ（自転車・
バイク・バス・自動車）の通学手段別に比較すること、
次に平日と休日で比較することとした。
方法
1. 対象
　九州保健福祉大学保健科学部作業療法学科に所属す
る 1 ～ 3 年生 36 名（男 21 名、女 15 名）である。す
べての対象者に研究の主旨を十分に説明し、承諾を得
た。大学に通学する手段としては、自転車・バイク・バス・
自動車の 4 つが大部分を占めるため、研究の対象はこ
の 4 手段とする。
　対象者の身体的特徴を男女別、通学手段別に示す（表
1、表 2）。
2. 日常生活活動量の測定
　日常生活活動量の測定には、加速度センサーを内蔵
した歩数計（Lifecorder GS、（株）スズケン、名古屋）
を使用し、日常生活活動量（歩数・運動量・総エネルギー
消費量）を測定した。対象者には就寝時と入浴時以外
は、14 日間常に装着するよう指示した。本研究で用い
る歩数計は、先行研究において精度検証が行われてお
り、日常生活活動のモニタリングに用いられている 2)-5)。
また、日常生活活動をもとに健康づくりや疾患との関
連を調査した文献も報告されている 6)。
3. データ分析
　本研究では、通学形態別の比較を対応のない t 検定、
平日と休日の比較をpaired t – testを用いて分析を行っ
た。また、有意水準は 5% とした。
結果
1．通学手段別の比較
　通学手段別に歩数、運動量、総エネルギー消費量を
比較したものを図 1、図 2、図 3 に示す。大学生の通
学手段別による統計学的な差は、歩数・運動量・総エ
ネルギー消費量いずれにおいても認められなかった。
有意差は認められないものの、平日・休日ともにバス・
バイク・自転車・自動車の順で歩数が多かった。
2．平日と休日の比較
　平日と休日の身体活動量の比較を表 3 に示す。平日
と休日どちらとも、歩数・運動量・総エネルギー消費
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量いずれも差は認められなかった。
　男女別にみると、健康日本 21 の 1 日の目標歩数を
平日・休日ともに満たした対象者は4名であった（表4）。
また、1 日の目標運動量を 300kcal とした場合、基準
を平日・休日ともに満たした対象者は男性 5 名であっ
た（表 5）。
考察
1．通学手段別の日常身体活動量の比較
　本研究の結果から、通学手段別の日常生活活動量、
平日と休日の日常生活活動量はいずれも有意的な差は
ないことが明らかとなった。有意的な差が認められな
かった理由としては、1 日の通学に占める時間の割合
が少なく、1 日当たりで評価した場合、有意的な差が
出にくかったことが考えられる。放課後の活動、例え
ばサークルやアルバイトなどが通学手段よりも日常生
活活動量に影響していた可能性もある。
　Villanueva ら 7）は、オーストラリアの大学生 103
名を対象に 1 日の歩数を測定し、通学手段として自家
用車よりも公共機関を利用する学生の方が 1 日の歩数
多かったことを報告している。しかしながら、この先
行研究の 1 日の歩数の差は 1,000 歩程度であり、自家
用車グループの歩数は 10,242 歩と多く、本研究と比
較することはできない。大学の広さが大きく異なると
思われる。
　本研究で用いた歩数計は腰の上下運動と加速度で活
動量を測定するが、自転車を操作する動作は歩行時と
比べて上下の加速度が低く 8）、歩数としてカウントさ
れなかった可能性がある。一方、ある強度以上の上下
動を測定するため、自動車やバスでも振動で歩数がカ
ウントされる可能性もある。
　今後、通学手段が日常身体活動量に与える影響を比
較する場合、通学時間と余暇活動（サークルやアルバ
イト）について調査する必要があると思われた。
2．日常身体活動量の平日と休日の比較
　本研究の対象者 36 名の日常生活活動量は、平日と
休日でほぼ同じであった（表 3）。個別にみると、健康
日本 21 の 1 日の目標歩数を満たしている男性は平日
より休日の方が多い（表 4）。1 日の歩数の平均値 7,470
歩は、先行研究 4）の若年者の平均値 9,490 歩に比べて
2,000 歩低い。本研究の対象者の多くは非活動的な学
生であったのかもしれない。
　樋口ら 2）は、福岡市内の勤労者を対象に歩数計を用
いて日常身体活動の測定を行い、休日に比べ平日の 1
日の歩数が有意に高いことを報告している。また、平
日と休日の強度別の活動時間を比較し、2.2 ～ 3.4METs
に相当する低強度の活動が平日で多いことを報告して
いる。本研究では強度別の活動時間について評価して
いないが、1 日の歩数が平日と休日でほぼ同じであっ
たことから、おそらく強度別の活動時間にも差はなかっ
たと思われる。
　Paffenbarger ら 9)-11) は、1 週間の運動量の合計が
2,000kcal 以上（1 日平均 300kcal）であった場合、
2,000kcal 未満の人より死亡率や心疾患になる危険度
が低いことを報告している。本研究の対象者の中で 1
日あたり 300kcal 以上の運動量を平日・休日ともに満
たしているのは男性 5 名であった（表 5）。運動量と総
エネルギー消費量の算出には体重が関係しており、1
日あたりの運動量の基準を 300kcal にすると 1 日の歩
数が同じであっても体重の軽い人では低い値となる。
しかしながら、一つの目安になると考える。
まとめ
　本研究の結果から、日常生活活動量の指標のうち、
歩数・運動量で見る限り、九州保健福祉大学作業療法
学科に所属する学生のライフスタイルは非活動的な学
生が多かった。今後、学生各々の健康的なライフスタ
イルを得るために、運動習慣を含めた日常生活活動を
見直す必要があると思われた。
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